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緒 言

クロルデ ン(工 業製品)は,白 蟻の防除処理

剤 として,木 造住宅 に広範に使用 されている1).

この ため,白 蟻防除作業者,防 除家屋に居住す

る人の クロルデ ンによる健康障害が危惧 されて

いる.ま た前報 にお いて2),作 業 中及び防除処理

後の経過 日数に伴 な う居住空間の クロルデン濃

度 を測定 した結果,防 除処理直後が特に高 く,

それ以降緩やかな減少 を示 しなが ら長期 間にわ

た り汚染が継続す ること,使 用 されていた薬剤

の クロルデ ンの組成は, trans, cis-chlordane,

 trans, cis-Nonachlor, γ-chlordene, Heptachlor

が 主 な成分であ り)大気中の濃度は, Heptachlor

が最 も多 く, cis-Nonachlorが 最 も少なか った

ことを明 らかに した.

一 方 ,ク ロルデ ンの毒性 との関係 として生体

内運命の研 究が必要 となった.即 ち空気 中に浮

遊 した クロルデ ンの吸入による暴露 を被 る。吸

入された クロルデ ンの一部は肺に留 ま り,一 部

は呼出 される.肺 におけるクロルデン保持量は

69%と い われてお り,肺 に保持 されたものは血

液 中に取 り込 まれ,血 液中に取 り込 まれ ると経

口投与の場合 と同様の生体内挙動 を示す ことが

確認 されている3).ま た, Tashiro4)ら は,体 内

に取 り込 まれた クロルデンは, Oxychlordane

やHeptachlorepoxideに な り最 終的には水酸化

物 を形成す ることを明らかに している.

そ こで,ク ロルデンをラッ トに暴露 し,暴 露

後の経過 日数に伴 な う各組織 中における生体内

運命につ いて実験 を行なったので報告す る.

材 料 及 び 方 法

試薬:ク ロルデン薬剤 は,白 蟻防除作業者か

ら提供 された2%油 剤(主 使 用剤)を,溶 媒類 は

残留農薬分析用のもの を,カ ラム クリー ンア ッ

プ用のフロ リジルは和光純薬KK製 フロ リジル

(60～100メ ッシュ)を130℃ で8時 間活性化 した

もの を使用 した.

実験動物:ド ン リュー 系雄性 ラ ッ ト(体 重 約

200g)を 用 いた.飼 育には市販の固形飼料 を与

え,水 は吸引瓶 で自由に摂取 させ た.

暴露方法: Fig. 1に 示 す暴露装置を用 いて流

量(0.31/min)を 一 定にした定量ポンプを使 って

クロルデ ン薬剤 を揮散 させデ シケー ター 中の ラ

ッ トに暴露 した.

暴露装置内の クロルデ ン蒸気は2本 のインピ

ンジャー中のn-ヘ キサ ンへ捕集 した .実 験は,

 18匹 の ラッ トを6匹 ずつ3群 に分け各々3.5時

間 暴露 した.

試料の採取:暴 露後, 1時 間, 1日, 4日,

 8日, 16日, 32日 目に3群 か ら各1匹 ずつ計3

匹 を屠殺 し,各 組織 を摘出 し, 1匹 毎 の各組織

を試料 とした.

クロルデ ンの定量:暴 露捕集液 の測定は,前

報2)の 大 気中の定量法 と同様に行 なった.ま た,

ラ ッ トの各組織の測定はFig. 2に 示 す方法 で精

製 し, Fig. 3に 示 すGC-ECD条 件 で定量 した.

327



328 野 口 信 行

Fig. 1 Exposure apparatus of the chlordane
A: Decicator (251) B: Rats
C: Chlordane D: Rotaly pump
E, F: Impinger (30ml)
G: n-Hexane (20ml)

Fig. 2 Analytical procedure of chlordanes.

結 果

1.使 用薬剤の組成 と暴露濃度及び組 成

使用 した クロルデ ン薬剤の組成,暴 露濃度 と

成は, Table 1に 示 すご とくであ った.暴 露装

置で3.5時 間 暴露 した捕 集液 中の クロルデ ン量

は, 3群 の平均0.179μgで 暴露濃度に換算す る

と2.84μg/m3で あ った.ま た,暴 露実験に使用

したクロルデン薬剤の組成は, trans-Chlordane

>trans-Nonachlor>cis-Chlordane>γ-Chlor

Fig. 3 Gas chromatograms of the chlordanes

 in standard (A) and that absorbed in 

adipose tissue (B) and liver (C) one 

hour after exposure of technical chlor

dane, 5: cis-chlordane, 6: trans-nona

chlor, 7: cis-nonachlor.

GC, Shimadzu 6AM equipped with de

tector (Ni63 ECD), condition: column,

 3mm•~2m glass column packed with

 liquid phase (2% OV-1) on Gaschrom 

Q (80/100mesh), injector and detector 

temp.: 230•Ž, column temp.: 190•Ž, 

carrier gas, N2 (80ml/min)

dene>Heptachlor, cis-Nonachlorの 順 で あ っ

だ が,暴 露 捕 集 液 の 組 成 は, Heptachlor>trans

-Nonachlor>trans-Chlordane , cis-Chlordane,

 γ-Chlordene>cis-Nonachlorの 順 で あ っ て,前

報2)の 白 蟻 防 除 家 屋 の 大 気 中 の ク ロ ル デ ン組 成

と一 致 し,ク ロ ル デ ン 成 分 の う ちHeptachlorが

特 に 暴 露 さ れ て い る こ とが 示 唆 さ れ た.

2.ク ロ ル デ ン の 生 体 内 運 命

ク ロ ル デ ン 暴 露 ラ ッ トに つ い て,経 過 日数 に

伴 な う 各 組 織 の 濃 度 は,次 に 示 す ご と く成 分 毎

に 検 討 し た.

Heptachlor
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Table 1 Component of the technical chlordane and exposure chlordane

(%)

(); concentration (ƒÊg/m3)

Table 2 Metabolic fate of Heptachlor in various tissues of Rat

(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure

ND: none detected

Table 2, Fig. 4に 示す ご とくであ り,脂 肪

組織 を除いて各組織 とも4日 後には不検 出であ

った.脂 肪組織では暴露1時 間後, 90ng/g検 出

されたが,そ れ以降急速に減少 し16日 後は不検

出であった.

組織毎にみ ると,暴 露1時 間後の濃度は,脂

肪組織>肝 臓>心 臓>腎 臓>肺 臓>脾 臓>筋 肉

>脳>血 液の順 であったが,暴 露1日 後は,他

の組織 に比べて肝臓 での減衰が顕著 であ り,ま

た,特 に血液においては不検出であった.

γ-Chlordene

Table 3, Fig. 5に 示 す ごとくであ り, He

ptachlorと 同様に,脂 肪組織 を除いて4日 後に

はすべての組織 で不検出であった.脂 肪組織 で

は暴露1時 間後には284ng/gで あ ったのが8日 後

には2.3ng/gと 急 減 した.組 織毎にみ ると暴露

1時 間後の濃度 は,脂 肪組織>肝 臓,腎 臓>心

臓,肺 臓>脾 臓>筋 肉,脳>血 液 の順 であ り,
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Fig. 4 Time course of heptachlor concentra

tion in various tissues.

Exposure: exposed to 2.84ƒÊg/m3 of

 technical chlordane vaper for 3.5hours._??_

: adipose tissue •œ: muscle•š

: liver •›: lung •¢: brain• 

: kidney •£: heart •¡: blood•™

: spleen

Fig. 5 Time course of ƒÁ-chlordene concentra

tion in various tissues.

Exposure: exposed to 2.84ƒÊg/m3 of 

technical chlordane vaper for 3.5hours._??_

: adipose •œ: muscle •š: liver•›

: lung •¢: brain • : kidney•£

: heart •¡: blood •™: spleen

Table 3 Metabolic fate of ƒÁ-Chlordene in various tissues of Rat

(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure ND: none detected
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Table 4 Metabolic fate of trans-Chlordane in various tissues of Rat

(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure ND: none detected

Table 5 Metabolic fate of cis-Chlordane in various tissues of Rat

(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure ND: none detected



332 野 口 信 行

Table 6 Metabolic fate of trans-Nonachlor in various tissues of Rat

(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure ND: none detected

暴露1日 後 もほほ同 様 の傾向 を示 した.

trans-Chlordane

Table 4に 示 す ごとくであ り,脂 肪組織 を除

いて各組織 とも1日 後には不検出であった .脂

肪組織では暴露1時 間後210ng/gで あ ったが1

日後には26ng/gと 急減 し, 4日 後 には不検出

であった.

組織毎 にみ ると暴露1時 間後の濃度は,脂 肪

組織>肝 臓>肺 臓>筋 肉>腎 臓>心 臓>脾 臓>

脳>血 液の順であった.

cis-Chlordane

Table 5に 示 す ご とくであ り,暴 露1時 間後

の濃度は,脂 肪組織>肺 臓>筋 肉>脳>血 液 の

順 で検 出され,そ の他の組織 では不検出であっ

た.暴 露1日 後 には,す べ ての組織で不検 出で

あった.

trans-Nonachlor

Table 6, Fig. 6に 示 す ご とくであ り,暴 露

32日 後 において脾臓 を除 いてすべての組織 で検

出 された.

組織毎 にみ ると暴露1時 間後の濃度 は,脂 肪

組織600ng/g,血 液4.5g/gで,脂 肪組織>肝 臓

>心 臓>腎 臓,肺 臓>筋 肉>脳,脾 臓>血 液の

順 であった.暴 露32日 後 においては,脂 肪組織

Fig. 6 Time course of trans-nonachlor con

centration in various tissues.

Exposure: exposed to 2.84ƒÊg/m3 of 

technical chlordane vapour for 3.5hours._??_

: adipose •œ: muscle •š:liver•›

: lung •¢: brain • : kidney•£

: heart •¡:blood •™: spleen
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Table 7 Metabolic fate of cis-Nonachlor in various tissues of Rat
(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure ND: none detected

で暴露1時 間後の濃度 と比べ て約50%の 減 少,

脳 で約85%の 減 少,と 他の クロルデ ン類 と比べ

て減衰が緩やかなのが特徴 的であった.

cis-Nonachlor

Tab1e 7, Fig. 7に 示 すご とくであ り,暴 露

16日 後 にはすべ ての組織で検 出され, 32日 後 に

は,脂 肪組織 を除いてすべ て不検出であった.

脂肪組織では暴露1時 間後190ng/gで あ った

が,暴 露32日 後 には28ng/gで あ った.組 織毎 の

濃度順位は, trans-Nonachlorと ほ ぼ同様の傾

向 を示 した.

クロルデ ンの代謝産物(Heptachlorepxide

 Oxychlordane)

Table 8, Fig. 8に 示 す ごとくであ り,各 組織

とも,暴 露1時 間後 よ りも暴露1日 後に最 も濃

度は高 く,そ の後,緩 やか な減衰 を示 し,暴 露

32日 後 において もすべての組織 で検出された.

組 織毎にみる と,そ の濃度は,脂 肪組織で最

も高 く,血 液で最 も低 く,各 組織の濃度順位は

trans-Nonachlorの 濃 度順位 とほぼ同様 の傾 向

を示 した.

3.ク ロルデンの生物学的半減期

Heptachlor, γ-Chlordene, trans, cis-Chlor

daneはTable 2～5に 示す ごと くすべ ての組織

Fig. 7 Time course of cis-nonachlor concentra

tion in various tissues.

Exposure: exposed to 2.84ƒÊg/m3 of 

technical chlordane vapour for 3.5hours._??_

: adipose •œ: muscle •š: liver•›

: lung •¢: brain • : kidney•£

: heart •¡: blood •™: spleen



334 野 口 信 行

Table 8 Metabolic fate of Metabolites in various tissues of Rat

(ng/g wet weight)

•¦ 0: 1 hour after exposure

に お い て 暴 露1時 間 後 の 濃 度 に 比 べ て 暴 露1日

後 の 濃 度 は,す べ て50%以 下 と な り,こ れ ら ク

ロ ル デ ン の 半 減 期 は, 24時 間 以 内 で あ っ た .

未 代 謝 物(trans, cis-Nonachlor)と 代 謝 産 物

(Heptachlorepoxide Oxychlordane)は, Table

 6～8に 示 す ご と く減 衰 が 緩 や か で あ る の で,各

組 織 に お け る指 数 回 帰 式 と生 物 学 的 半 減 期(B・

H・L)を 求 め てTable 9に 示 し た.

B・H・L(t0.5)は 次 の 式t0.5=0.693/k2で 求 め

た.

未 代 謝 ク ロ ル デ ン(trans, cis-Nonachlor)と

ク ロ ル デ ン 代 謝 産 物 の 各 組 織 中 で の 減 衰 は,脳

を 除 い て2段 階 の 減 衰 状 態 を示 し た.

trans-Nonachlor

初 期 減 衰 のB・H・Lは 脾 臓(2.2日),心 臓(2.4

日),肝 臓(2.8日),腎 臓(3.0日),筋 肉(3.6日)

な ど で 短 か か っ た.次 い で,肺 臓(4.5日),血

液(6.8日),脳(11.9日)が 長 い 部 類 で,最 も 長 い

の は,脂 肪 組 織 の20.4日 で あ っ た.

後 期 減 衰 のB・H・Lは, 5.5～38.5日 で 初 期 減

衰 のB・H・Lと 比 べ て 長 くな っ て い る.こ の う ち

最 も短 い の は,脾 臓(5.5日),心 臓(5.5日),次

に 肝 臓(7.3日),筋 肉(7.4日)の 順 で あ っ た.一

方,長 い の は 腎 臓(8.7日),血 液(9.1日),肺 臓

Fig. 8 Time course of metabolites concentra

tion in various tissues.

Exposure: exposed to 2.84ƒÊg/m3 of

 technical chlordane vapour for 3.5hours._??_

: adipose tissue •œ: muscle •š: liver•›

: lung •¢: brain • : kidney•£

: heart •¡: blood •™: spleen
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(11.4日),脳(11.9日)で,最 も長 か っ た の は,

脂 肪 組 織 の38.5日 で あ っ た.

cis-Nonachlor

初 期 減 衰 のB・H・Lは,肝 臓(1.4日),脾 臓

(1.6日),心 臓(1.7日),肺 臓(2.2日),筋 肉(2.3

日),腎 臓(2.4日)な ど で 短 か か っ た.血 液(3.2

日),脳(6.6日)で 長 く,最 も長 い の は,脂 肪 組

織 の7.2日 で あ っ た.

後 期 減 衰 のB・H・Lは3.3日 ～16.5日 と 初 期 減

衰 のB・H・Lと 比 べ て 長 くな っ て い る.こ の う ち

最 も短 い の は,肝 臓(3.3日),次 に 血 液(4.3日),

脾 臓(4.6日),心 臓(5.1日),肺 臓(5.9日)の 順

で あ つ た.一 方,長 い も の は,腎 臓(6.2日),脳

(6.6日),筋 肉(7.4日)で 最 も長 い の は 脂 肪 組 織

の16.5日 で あ っ た.

な お, cis-Nonachlorの 組 織 毎 のB・H・Lの 減

衰 傾 向 は, trans-Nonachlorと ほ ぼ 同 様 の 傾 向

を 示 し た.

以 上 の 結 果 か ら,末 代 謝 のtrans-Nonachlor

とcis-Nonachlorと で は, trans-Nonachlorの ほ

う がB・H・Lが 長 い こ とが 明 らか で あ っ た.

ク ロ ル デ ン の 代 謝 産 物

ク ロ ル デ ン の 代 謝 産 物 は,暴 露1時 間 後 に 比

べ て 暴 露1日 後 に 各 組 織 と も そ の 濃 度 が 最 高 値

と な る の で,指 数 回 帰 式 とB・H・Lは 暴 露1日 後

か ら の デ ー タ ー を使 用 し て 求 め た.

初 期 減 衰 のB・H・Lは,肝 臓(2.6日),脾 臓(2.9

日),心 臓(3.1日),腎 臓(3.6日)が 短 い 部 類 で

あ り,筋 肉(4.6日),肺 臓(4.7日),脳(9.8日),

血 液(10.0日)で 最 も長 い の は,脂 肪 組 織 の16.0

日 で あ っ た.後 期 減 衰 のB・H・Lは, 6.7日 ～

16.9日 と初 期 減 衰 のB・H・Lに 比 べ て や や 長 く

な っ て お り,こ の う ち 最 も 短 い の は,脾 臓(6.7

日),次 に 心 臓(7.5日),腎 臓(7.6日),筋 肉(8.0

日)で あ り,一 方 長 い も の は,脳(9.8日),血 液

(10.0日),肝 臓(10.5日),肺 臓(11.6日)で,最

も長 い の は,脂 肪 組 織 の16.9日 で あ っ た.

考 察

ラ ッ トへ の 暴 露 濃 度(2.84μg/m3)は,白 蟻 防

除 家 屋(既 存 既 住 宅 居 住 空 間)の 防 除 処 理 後100

日 目 の 大 気 中 濃 度 に 匹 敵 し,防 除 処 理 後 の 濃 度

に 比 べ て1/9以 下 の 低 値 で あ っ た2).ク ロ ル デ ン

は,沸 点が低 く蒸気圧が高い物質 であ り呼気暴

露の機会が高い.一 方,ク ロルデ ンと同様な殺

虫剤の静脈注射,吸 入,経 口投与,皮 膚吸収実

験 にみ られ るように,化 学物質の毒性や生体 と

の反応速度は,暴 露経路が血管,呼 吸器,口,

皮 膚の順に減少 し,暴 露吸入は,経 口投与や皮

膚吸収 よ りも毒性の発現が強 くあらわれている5).

今 回の ラッ ト暴露濃度(2.84μg/m3)よ りも白

蟻 防除処理 家屋 の大気中 クロルデ ン濃度が高い

ことは2),そ こに居住 す る人への暴露吸入が懸

念され,今 後,居 住者の健康障害が危惧 される.

従 って,居 住者 の血液検査 につ いての追跡調査

が必要 であ ろう.

吸 入された クロルデ ンの一部は,肺 にとどま

り,一 部は呼出 され るが肺へ の保持量は69%で

あ り,そ の後血液 中に入 ると経 口投与の場合 と

同 じよ うな生体 内運命 をた どることが確認され

ている3).体 内 に取 り込 まれたクロルデ ンは,

 Oxychlordane(Heptachlorepoxide)1・2 di

chlorchlordeneと な り,最 終 的に水酸化体を形

成 し, 5%は 尿 中に,残 りは糞中に排泄 され,

未 変化体 での検 出が少 ないことを見出している3).

従 つ て,変 化 しない経路,エ ポキシ化,脱 塩素

後の ヒ ドロキシル化 の3つ の経路があるといわ

れている3).生 体 内汚染物質が,胆 汁中(糞 中)

あるいは腎臓(尿 中)排泄され るかどうかの分岐

点は,臨 界分子量によらで きまる といわれ6)ク

ロルデンは,分 子量(γ-chlordene 339～Nonachlor

 444)の 範 囲 にあ り,高 分 子量 の ものに属 し,

 PCB, BHCな ど と同様 の傾 向 を示 した7).

暴露 量 に対す る未変化体の検出量は, cis,

 trans-Chlordane, γ-chlordene, Heptachlorの

順 に低 く,こ れ らでは,暴 露1日 目に,各 組織

において代謝産物が増加す ることに見 られるよ

うに, majorな 解 毒,排 泄臓器である肝臓で短

期間に代謝 され るもの と考 え られた.ま た,ラ

ッ ト体 内の主 な最終残留物(terminal residues)

は, trans, cis-Nonachlor, Heptachlorepoxide,

 Oxychlordaneの4種 であったが,こ れ らは,作

業従事 者の血 中クロルデ ン類 と一致 した2).

ク ロルデン とその代謝産物 の生体内分布は,

脂 肪組織に高 く,他 の報告 とよく一致 し3),8),

 BHC, DDT,ド リン剤等の塩素 系農薬, PCB7),
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プロモベ ンゼン9)と 同様 な傾 向が 認め られた.

他 方, PCTやPCQで は 投与終 了後,初 期に ク

ロルデ ンとは逆 に高塩素(7Clと8Cl)が 肝 臓に

高濃度の蓄積 を示 し, 50日 後 に肝臓 と脂肪組織

の濃度は,同 程度になる と報告 している10),11).

両 者 の相違 は,生 体内におけ る代謝及 び移動,

特 に,ク ロルデンは, PCQに 比 べて脂 溶性(オ

クタノール/水)が 低 く,ま た,体 内で脂溶性 の

低い代謝産物 とな り,移 動 しやす くなるためで

あろう.

暴露後1日 目の分配(脂 質/血 液)は, trans-

Nonachlor120, cis-Nonachlor 100,代 謝 産物

125で あ り,一 方PCB(KC-400)1507)と 同 様 に

血漿 中 トリグ リセライ ドによ りtransportさ れ

血液 と各組織(臓 器)の 間は,単 純な分配 によ り

脂肪組織に 多く蓄積 され るのであろ う.

喜 多村 ら7)は,ラ ッ トにKC-400(140mg/匹,

腹腔 内投与)を 投与 した ときのB・H・Lは,各 組

織 とも10～20日, BHCで は18日 で あると報告 し

ている. PCQ(1.26mg/匹10日, 10日 間経口投

与)を したところ,そ のB・H・Lは 肝臓14日,脂

肪組織41日 であった.

Atallah. Y. H.ら3)は,ラ ッ トにHeptachlor

epoxide, trans-Nonachlor, Oxychlordane(1

～0 .001ppm, 200日 間 給餌試験)を 投与 した と

ころ, 60日 間 で脂肪組織中の残留が平衡状態に

達 し,そ の時の生物濃縮係数 をみ ると約1～4と

な り,そ の, B・H・Lは,そ れぞれ30～40日, 35

～45日
, 60～100日 で あった.

Jerry. R. B.ら8)は,同 様に クロルデ ン(1～25

ppm, 56日 間 給餌 試験)を 投与 したところ,脂 肪

組織のB・H・Lは, 45～72日 で あった.

今 回の実験 で暴露 ラッ トか ら得た脂肪組織の

B・H・Lは, trans-Nonachlorが38.5日, cis-

Nonachlorが16.5日,代 謝産物が16.9日 と短か

った.こ のこ とは,低 濃度短時間暴露実験 と長

期給餌 実験 の差 と考え られ,長 期暴露の場合 は,

代 謝 しに くい脂肪組織 に十分移行す るため,排

泄が遅 くなるもの と考 え られ る.

ク ロルデ ンは,底 質1),魚 介 類12),13)からの検

出の報告例が 多 くあ り,魚 への濃縮 テス トで濃

縮係数 が11400倍 と非常に高 いこ と14)が 認 め ら

れている.ま た,母 乳か らの検出15)も あ ること

か ら,食 物連鎖 が示唆 されてい る.更 に,作 業

防除者 の血 中か らも検 出され,人 への蓄積 が憂

慮 される.こ のため,今 後 この物質の取 り扱い

と管理 につ いては,厳 重 な対処が必要であ ると

考える.

結 論

クロルデ ン(工 業製品)を ラッ トに暴露 し,暴

露後の経過 日数 に伴 なうラッ ト各組織中の クロ

ルデン濃度 を測定 し次の結論 を得た.

1.ク ロルデ ン薬剤の3.5時 間 暴露実験 での ク

ロルデンの暴露濃度は, 2.84μg/m3で あ った,

この濃度は,白 蟻防除処理家屋の居住空 間で,

防 除処理後100日 以 上 を経過 した大変低 い濃度

であった.

しか し,ラ ッ トのすべ ての組織中か らクロル

デンは検出 され,そ の代謝産物 も検出された.

2.各 組 織中におけ るクロルデン濃度は,暴 露

1時 間後が最 も高値 を示 し,そ の後, Heptachlor,

 γ-Chlordene, trans, cis-Chlordaneは 極 めて排

泄性が高 いのに対 し, trans, cis-Nonachlorは

極 めて排泄性が遅か った.

また,ク ロルデンの代謝産物(Heptachlore

poxideとOxychlordane)は,各 組織すべ てに

おいて,暴 露1日 後 に最高値 を示 し,そ の後緩

やかな排泄性 を示 した.

3.ク ロルデ ンの生体 内分布 は,脂 肪組織が最

も高値 であ り,次 に肝臓,腎 臓,肺 臓,筋 肉,

心 臓等 に多 く検 出され,脾 臓,脳 では比較的少

な く,血 液 中が最 も低値 であ った.

4.排 泄 性の悪い クロルデ ンの脂肪組織での生

物学 的半 減 期は, 2次 排 泄 でみ る と, trans-

Nonachlor 38.5日, cis-Nonachlor 16.5日,代

謝産物 で16.9日 で あった.

以上 の結論か ら, trans, cis-Nonachlorと 代

謝産物 は,今 後,慢 性毒性についての検討の必

要性が示唆 された.
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Epidemiological studies of chlordane for termite prevention

Part 2. Metabolism of chlordane in exposed rats

Nobuyuki NOGUCHI

Department of Public Health, Okayama University Medical School

(Director: Prof. M. Ogata)

I exposed rats to chlordane (industrial product) and measured the concentration of 

chlordane in various tissues of rats over time. Exposure to chlordane for 3.5 hours 

appoximated the exposure to chlordane in a house a hundred days after treatment for 

termites. However, chlordane and metabolites were detected in all the tissues of rats. 

The concentration of chlordane in various tissues showed highest level one hour after 

exposure. After that, heptachlor, ƒÁ-chlordane, trans-chlordane and cis-chlordane were 

excreted fast, while trans-noachlor and cis-nonachlor were excreted extremely slowly. The 

metabolites of chlordane (heptachlorepoxide and oxichlordane) showed the highest level one 

after exposure in the various tissues, and after that they were excreted slowly. Chlordane 

had the highest level in the adipose tissue and the second highest level in the liver, kidney, 

lung, pectoral muscle and heart. In the spleen and brain it showed a relatively low level. 

The lowest level was in the blood. As for Biological Harf Life (B. H. L.), the number of 

days in the secondary excretion in the adipose tissue of chlordane excreted late was as 

follows: trans-nonachlor 38.5 days, cis-nonachlor 16.5 days, and metabolites 16.9 days. It 

is suggested that the chronic toxicity of trans-nonachlor, cis-nonachlor and metabolites 

should be investigated in future.


